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1　 目　的

　理科 ・環壌教育にお い て 、 単なる先行的な知識

による理解の み で はな く、数ある学習対象物の 中

で も特に 「本物」 に 子 ども達自身が 五 感を用 い て

触れ、観察する こ とに よる実感を伴 っ た
“
学習体

験
”

、
“

学習理解
”

が重要であ ると考える 。 その よ

うな学習効果 が子 ども達に効果的に届 くよ うな

学習教材の 1つ と して 「学校ビ オ トープ」 をと り

あげ紹介する。特に、学校現場か らの視点で 、現

場教員が学校 ビオ トープ の管理
・
運営を行い 、教

材 と して の 活用方法にっ い てま とめた。また ビ オ

ト
ー

プが持 っ 子 ども達 へ の教育効果に つ い て 明

らか にする こ とを 目的として研究を行 っ て い る。

2　 方　法

　研究方法は、文献調査 と実践研究の 2 方向か ら

を行っ た。文献調査で は、先行研究か らビオ ト
ー

プ の 考 えを整理 し子 ども の 多様 な学び の た め の

ビ オ ト
ープ の 活用法及び 、実感を伴 っ た理科教育

法 の 研 究 を考察 ・提案す る際 の 基礎資料 とした 。

ま た 実践研究で は 、学校や地域社会の 中で の ビ オ

トープ の作製か ら、学校 ビ オ トープ の現地調査 ・

担当教員 と の 交流、そ して 学校 ビ オ トープ を用 い

た 学習支援を行っ た。また、学校 ビ オ トープを有

す る小学校 へ の 管理 ・
運営面 に つ い て教職員 へ の

ア ン ケ
ー

ト、 子 どもへ の 意識調 査ア ン ケ
ー ト調査

と分析 な どを行 っ た。

3　 結果と考察

　まずは、研究対象の 小学校 3 校に つ い て 、 学校

ビ オ ト
ー

プ の 学校 の 敷地 の 中で の 位置関係 、 子 ど

もの 生活 の導線な どを比較 した。それに より、学

校 ビ オ ト
ー

プは子どもの 主な移動経路、つ ま り子

ども達が学校生活 に お い て 日常よ く活用する場

所 の 近 くに設置す る事が子 ども の 自主 的な活用

を促す大きな要 因で あ るとい え る こ とが明 らか

とな っ た 。 また、学校 ビオ ト
ー

プを 「学校の教育

施設 」 として位置づ け、「教育」、「交流」、「自然i

とい う3 っ の 要素を、子 どもへ の教育に資するも

の と し て活用 し、「施設 」 や 「教育内容 ・
活動」

が実現 した もの 、もし くは 目指す もの を含めて

「学校教育ビ オ ト
ープ」 と定義した 。

　 さらに、理想的な学校ビ オ トープ の 条件 と して 、

「学び の 場で ある事」 「遊び の 場で ある事」 「身近

に ある事」 「自然や子 どもたち同士 の つ なが りが

持て る活動で ある事」 が明らかとな っ た。

　以 上 の こ とを踏ま えた上 で 、生き物に 「見る」

「触れ る」 「捕まえ る」 の 3 つ の 要素を満た した

体験学習活動 こ そが実感を伴い 、教育効果を得る

こ とが で き ると結論づ けた。さらには、子 どもの

「気 づ きや発 見」 が 「学習 へ の 達成感や 喜び」 に

っ なが り、「新たな学習意欲 」 へ と発展 して い く

学 び の 学 習サイ ク ル が あ る こ とを子 どもたち の

ア ン ケー トか ら見 い だす事がで きた。
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